
深
く
反
省
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
親
鴬
聖
人
の
理

と
こ
ろ
で
、
親
鴬
聖
人
の
罪

ま
た
、
か
か
る
社
会
的
現
状
を
認
識
さ
れ
る
一
方
で
、
『
開
目
抄
』

（
五
五
六
頁
）
等
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
聖
人
御
自
身
も
久
遠
の

過
去
以
来
の
宗
教
遍
歴
に
お
い
て
誇
法
罪
を
犯
し
て
き
た
こ
と
を

認
識
は
「
機
の
深
信
」
に
基
づ
い

て
個
々
の
人
間
性
に
お
け
る
罪
悪
を
徹
底
的
に
内
省
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
罪
と
は
、
直
ち
に

仏
陀
釈
尊
へ
の
背
反
を
意
味
し
、
無
批
判
的
で
安
易
な
仏
法
受
容

の
あ
り
方
に
対
し
て
反
省
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
を
現
代
に

お
い
て
追
求
し
、
継
承
し
よ
う
と
す
る
我
々
は
、
対
外
的
に
誇
法

の
存
在
を
糾
弾
す
る
と
同
時
に
、
内
面
的
に
も
自
己
の
信
仰
の
あ

り
方
を
厳
し
く
律
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
点
に
十
分
留
意

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
我
々
は
、
誇
法
罪
の
問
題
を
、

単
な
る
排
他
理
論
と
い
う
よ
う
な
皮
相
的
理
解
に
留
ま
る
こ
と
な

く
、
む
し
ろ
信
仰
主
体
に
お
け
る
自
己
内
省
と
い
う
角
度
か
ら
再

認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

『
本
尊
聖
教
録
』
は
、
鎌
倉
末
・
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
本
尊

・
聖
教
等
の
総
合
目
録
と
し
て
、
当
時
の
教
団
を
考
察
す
る
上
で

の
重
要
な
資
料
の
一
つ
で
あ
り
、
『
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
対
照
記
』

『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
・
上
聖
部
』
等
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
本
書
の
諸
刊
本
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
体
裁
を
正
確
に
伝
え

て
い
な
い
等
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
書
に

つ
い
て
書
誌
的
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
、
意
義
の
存
す
る
こ
と
と

考
え
、
一
、
二
の
点
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
本
尊
聖
教
録
』
一
冊
の
原
本
は
、
現
在
、
中
山
法
華
経
寺
聖

教
殿
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
体
裁
は
、
大
略
次
の
通
り
で
あ

る
。
袋
綴
、
表
紙
一
丁
、
本
文
五
十
丁
（
う
ち
白
紙
七
丁
）
・
さ

ら
に
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
行
な
わ
れ
た
修
補
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
る
修
補
表
紙
の
付
加
、
料
紙
の
裏
打
が
さ
れ
て
い
る
。

本
書
に
は
、
前
述
の
正
保
の
修
補
の
時
に
起
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
錯
簡
が
存
在
す
る
。
こ
の
錯
簡
は
、
二
丁
、
三
丁
に
見
ら
れ
る
。

『
本
尊
聖
教
録
』
の
記
載
内
容

に
つ
い
て

寺
尾
英
智
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各
丁
の
表
と
裏
が
、
そ
の
位
置
を
交
換
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
即

ち
、
現
在
の
一
丁
裏
・
二
丁
表
・
二
丁
裏
・
三
丁
表
・
三
丁
裏
・

四
丁
表
と
い
う
次
第
は
、
本
来
は
一
丁
裏
・
二
丁
裏
・
二
丁
表
・

三
丁
裏
・
三
丁
表
・
四
丁
表
と
い
う
順
序
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
本
書
の
原
装
釘
の
綴
穴
の
位
置
、
及
び
二
丁
・
三

丁
の
前
後
に
通
し
て
見
ら
れ
る
虫
喰
の
位
置
が
、
そ
れ
ぞ
れ
前
後

の
丁
に
お
け
る
位
置
と
異
な
る
こ
と
か
ら
判
明
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
様
に
、
一
丁
に
お
い
て
そ
の
表
と
裏
の
各
半

丁
が
入
替
る
た
め
に
は
、
料
紙
の
折
目
の
部
分
で
切
離
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
料
紙
に
裏
打
が
な
さ
れ
た
時
点
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
錯
簡
の
部
分
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
一
丁
、

二
丁
は
目
録
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
丁
は
一
箱
か
ら
三
十
一
箱

ま
で
、
二
丁
表
は
白
紙
、
二
丁
裏
は
三
十
二
箱
か
ら
三
十
五
箱
ま

で
と
次
第
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
二
丁
に
お
け
る
錯
簡
は
、
三
十

一
箱
と
三
十
二
箱
の
記
載
に
は
さ
ま
れ
た
白
紙
が
、
三
十
五
箱
の

記
戦
の
後
へ
移
動
す
る
の
み
で
、
全
体
の
記
戦
上
に
は
、
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
三
丁
は
、
四
丁
へ
と
続
く
本
妙
・
法
華
両

寺
の
本
尊
・
仏
画
等
を
記
載
し
た
部
分
で
あ
る
。
三
丁
表
は
、
日

蓮
聖
人
自
筆
大
曼
茶
羅
八
幅
及
び
板
本
尊
一
体
、
三
丁
裏
は
、
内

題
以
下
法
華
寺
分
の
本
尊
等
、
四
丁
は
、
日
高
筆
大
曼
茶
羅
一
幅

を
は
じ
め
本
妙
寺
分
の
本
尊
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
三

丁
の
錯
簡
を
訂
正
す
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
ま
ず
、

内
題
以
下
法
華
寺
分
の
本
尊
等
、
次
に
日
蓮
聖
人
自
筆
大
曼
茶
羅

八
幅
及
び
板
本
尊
尊
一
体
、
そ
し
て
本
妙
寺
分
本
尊
等
へ
と
続
く

こ
と
に
な
る
。
今
ま
で
、
法
華
寺
分
と
も
本
妙
寺
分
と
も
明
ら
か

で
な
か
っ
た
日
蓮
聖
人
自
筆
大
曼
茶
羅
等
が
、
こ
れ
に
よ
り
本
妙

寺
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
八

幅
の
大
曼
茶
羅
羅
に
は
、
最
初
の
二
幅
に
そ
れ
ぞ
れ
「
乗
明
当
身

給
」
「
太
田
尼
経
女
当
身
給
」
と
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
記

に
よ
れ
ば
、
太
田
氏
↓
日
高
↓
本
妙
寺
へ
の
伝
来
が
予
想
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
前
述
の
如
く
三
丁
裏
記
戦
の
大
曼
茶
羅
等
が
本
妙
寺

分
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
よ
う
。

次
に
、
所
々
に
見
ら
れ
る
追
記
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
書
に
見

ら
れ
る
追
記
は
、
次
の
様
に
分
類
で
き
よ
う
。
Ｈ
本
書
作
成
後
、

校
閲
時
に
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
。
口
作
成
後
の
所
蔵
の
増

加
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
。
日
記
戦
の
本
尊
・
聖
教
等
の
授
与
、

貸
借
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
。
四
記
載
の
聖
教
等
の
収
納
箱

の
変
更
、
保
管
場
所
等
の
変
更
に
と
も
な
い
な
さ
れ
た
も
の
。
以

上
の
様
な
追
記
の
存
す
る
こ
と
は
、
本
書
が
当
時
、
日
常
的
に
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
追
記
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
本
書
の
内
容
を
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正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
若
冠
の
点
に
つ
い
て
『
本
尊
聖
教
録
』
に
つ
い
て
述
べ

て
き
た
。
本
書
は
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
様
に
、
刊
本
に
問
題
点

が
存
す
る
の
で
あ
り
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
点

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尚
、
今
後
は
、
本
書
記
載
の
書

目
の
検
討
等
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

附
記
本
発
表
に
あ
た
り
、
立
正
大
学
教
授
中
尾
堯
博
士
よ

り
、
資
料
の
提
供
、
ま
た
種
を
御
教
授
を
受
け
た
。
記
し
て

感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
五
十
五
年
度
の
日
蓮
宗
宗
勢
調
査
は
、
四
年
ご
と
に
行
う

第
三
回
目
で
あ
る
。
宗
勢
調
査
報
告
に
も
と
づ
く
概
算
的
な
指
摘

で
あ
る
が
、
問
題
の
所
在
の
一
端
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

寺
院
・
教
会
・
結
社
を
総
括
し
て
寺
院
と
呼
称
す
る
こ
と
と

し
、
宗
門
は
五
二
二
六
ヵ
寺
（
昭
和
五
十
五
年
四
月
）
が
、
そ
れ

宗
門
の
現
状
と
課
題

’
五
十
五
年
度
宗
勢
調
査
報
告
か
ら
ｌ

久
住
謙
是

ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
現
状
に
置
か
れ
、
伝
道
教
団
を
め
ざ
す
宗
門

寺
院
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
今
日
の
日
本
は
、
は
げ
し
い
社
会
変
動
に
ゆ
れ
動
き
、
切
実
な

生
活
へ
の
不
安
は
増
大
し
、
思
想
や
精
神
の
あ
り
よ
う
に
も
多
様

な
変
化
を
も
た
ら
し
、
昭
和
三
十
年
来
以
降
、
都
市
化
は
一
層
す

す
象
、
従
来
の
家
は
崩
壊
し
、
核
家
族
化
の
様
相
が
拡
大
さ
れ
て

い
る
。
い
か
な
る
宗
教
集
団
も
、
こ
う
し
た
社
会
的
現
実
と
無
縁

で
は
な
く
、
日
蓮
宗
も
ま
た
疎
外
と
断
絶
、
不
安
と
危
機
に
う
ず

ま
く
現
代
に
存
在
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
動
に
直
面
し
て
い

る
。
社
会
の
推
移
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
人
間
の
意
識
の
変
化
は
、

寺
檀
関
係
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
寺
院
護
持
・
教
化
方
策
の
転
換

を
余
儀
な
く
さ
せ
、
現
代
に
生
き
た
寺
院
活
動
へ
の
対
応
を
迫
ま

ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

宗
門
の
寺
院
数
は
、
仏
教
各
宗
派
中
五
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
。
一
力
寺
平
均
の
檀
家
数
は
百
八
戸
、
百
戸
以
内
の
檀
家
数
を

有
す
る
寺
院
は
、
全
体
の
六
割
に
達
す
る
。
第
一
次
産
業
地
帯
に

属
す
る
寺
院
は
五
三
％
、
第
二
次
、
三
次
産
業
地
帯
が
四
五
％
、

前
回
調
査
よ
り
、
都
市
域
寺
院
が
増
加
し
都
市
化
現
象
を
反
映
し

て
い
る
。
と
く
に
、
太
平
洋
ペ
ル
ト
地
帯
と
そ
の
周
辺
に
宗
門
寺

院
が
多
く
、
寺
院
総
数
の
過
半
数
が
集
中
し
、
宗
祖
お
よ
び
直
弟
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